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８月の生産指数は、電子部品・デバイス工業などの低下
により２か月ぶりに前月を下回っています。 

 
鉱工業生産指数は、2015年の生産水準を100として、その変化を表しています。  

  
８月の輸出は、一般機械などの減少により４か月連続で前年
を下回りました。高水準で推移していますが、足元では弱い
動きとなっています。 

 

  
８月の百貨店・スーパー販売額は、天候要因に加え、お
中元の動きも弱かったことなどから、５か月連続で前年
を下回りました。 

 

  
８月の有効求人倍率は1.57倍と、４か月ぶりに前月を上回っ
ており、高水準で推移しています。 
 

 
「仕事を探している人の数」に対する「企業の求人数」の割合が有効求人倍率です。 

  １．００倍より大きいと、人手不足を表します。 

   
 
○消費増税を機に、「電子マネー」や「QRコード決済」など、キャッシュレス決済を利用する人の割合が増えたと聞きます。

実際に、我が国のキャッシュレス決済額は増加を続けています。ただし、キャッシュレス先進国と比較すると未だ低水準に

留まっています。（図表１、２）また、カード利用で困った訪日外国人旅行者の割合も以前より増えています（図表３）。 

○こうした状況を踏まえ、国はキャッシュレス決済比率を2025年までに40％まで高める目標を決めており、キャッシュレ

ス化の流れは今後ますます加速していくと思われます。 
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緩やかに増加している 消費 雇用 着実に改善が進んでいる 

     ふくおかの経済 令和元年１０月号 

今月のトピック 加速するキャッシュレス社会への流れ ～もうどうにも止まらない～ 

図表１ 図表２ 図表３ 
キャッシュレス決済額と民間
消費支出全体に占める比率 

図表１、２の資料：経済産業省「キャッシュレス・ビジョン」（2018年4月） 

キャッシュレス決済比率の

国際比較 2015 年 
訪日外国人旅行者が旅行中

困ったこと 

資料：観光庁「訪日外国人旅行者の国内における受入環境整備 

に関するアンケート」 
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